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献立を 考え た 栄養士の東川さ んから 、みんな にメ ッ セ ージ

「 海 彩 の り 」「 海 彩 の り 」

海に繋がる川やサケを

デザイ ンし たオリ ジナル

パッ ケージ！

「 あさ り と
    わかめの味噌汁」

「 あさ り と
    わかめの味噌汁」

わかめには骨の形成に

影響する マグネシウムが

たっ ぷり 含まれているよ ！

ひじ き のカ ルシ ウムは、

牛乳の 1 2 倍！

骨を 丈夫にする よ ！

「 ひじ き の煮物」「 ひじ き の煮物」

牛乳

も ち 麦入り ご はん

行田市に も

遡上し て い る よ ！

「 鮭の塩焼き 」「 鮭の塩焼き 」

献立を 考え た 栄養士の酒本さ んから 、みんな にメ ッ セ ージ
こ ん だ て 　 　 　 　 か ん が 　 　 　 　 　 　 　 　 　 え い よ う し  　 　 　 　 　 　 さ か も と

海彩給食は、 海の食材で あ る 魚や海藻を た っ ぷり 使っ た 献立で す。 海彩のり は、 こ の給食のた めに 、

特別に デザイ ン を し た パッ ケ ージ に な っ て いま す。 主菜のさ け は、 世界水産物連盟から 、無償で 提供さ れた も ので す。

さ けのう ま みを 味わえ る よ う に 、 シ ン プ ルに 塩焼き に し ま し た 。

魚や海藻が生き て いる 海の環境は、 私た ち が住んで いる 地域の環境と つな がっ て いま す。

「 海彩給食」 が、 海の環境へ自分がで き る こ と を 考え る き っ かけに な っ て ほし いと 思いま す。

みな さ んは、 海の食材は好き で すか？海の食材に は、 魚や海藻、 貝類な ど があ り ま すが、 普段の給食で も 残り が

多い食材だ と 感じ て いま す。 海の食材に は、 成長期のみな さ んに と っ て 、 必要な 栄養がた く さ ん入っ て いま す。

埼玉県は、 海な し 県で すが、 みな さ んに も っ と 海の食材を 身近に 感じ て も ら え る よ う に 、 今日の給食は、

海の食材を た く さ ん使っ た 献立に な っ て いま す。

こ れを き っ かけに 、 いろ いろ な 海の食材を 食べて 欲し い と 思いま す。
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最近はあ ま り 食べら れて いな いと いう こ と から 参加し た 子ど も た ち に新し いサケ の郷土料理を

考え て も ら いま し た 。 こ の中で 選ばれた 料理が今回の給食メ ニ ュ ーに採用さ れま し た 。

ま た 、 学習イ ベン ト を 通し て サケ が生息し やすい環境を 守る た めに必要な こ と も 考え て も ら い

さいきん きょうどりょうり

かんきょう まも ひつよう かんががくしゅう とお せいそく
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なか えら りょうり こんかい きゅうしょく さいよう



海と 日本プ ロ ジェ ク ト と は

日本財団の旗振り のも と 、 オールジャ パン で推進する プロ ジェ ク ト 。

私たち の生活を 支えてく れる 海の現状を 伝え、 海を 未来へつないでいく ためのアク ショ ン の輪を 日本全国に広げていき ます。

日本に８ つある 海なし 県の中で、 最も 人口が多い埼玉県。 県土に占める 水辺空間の割合は、 全国ト ッ プク ラ ス！

また川幅が日本一の荒川などがある 、 豊かな水の資源に恵まれた「 川の国」 です。

その川は海と 繋がっ ていて、 川を 大事にする 事は海を 大事にする 事に繋がり ます。

～サケ の一生～

～行田市と サケ の関係～

～サケ が直面し て い る 問題～

寒いと こ ろ で し か生き ら れな いサケ は、地球温暖化によ る 海水温の上昇によ り 、

サケ は川で 生ま れま す。

少し 成長し て 海に行き ま す。

3 年ぐ ら い経つと 、生ま れた 川に戻っ て

産卵し ま す。

埼玉の川にも サケ が遡上し 続ける た めには、何がで き る か考え て いこ う ！

サケ の小型化が進んで いま す。 地球温暖化が原因で サケ が小さ く な っ て いま す。

太平洋側のサケ は、 埼玉県行田市を 流れる

利根川で 生ま れ太平洋に行っ て 育ち、 利根川に遡上し ま す。

利根川は、 太平洋側のサケが遡上する 南限（ 一番南） の

河川だ と 言われて いま す！

1

2

日本の海水温で は生き て いけな く な っ て いま す。

川が堰やダ ムな ど で 堰き 止めら れて いま す。 魚た ち が行き 来き で き る よ う にし た3

専用の道「 魚道」 を 作っ て いま す。
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